
令和６年４月１６日  

報道機関各位 
長岡市地方創生推進部          

ミライエ長岡企画推進室企画担当課長  

 

      新一万円札の顔・渋沢栄一と長岡市のつながりを紹介！ 

ミライエ長岡に『論語と算盤』画の複製を展示 
 

 人材育成と産業振興の拠点「米百俵プレイス ミライエ長岡」内に、日本の近代資本
主義の父・渋沢栄一の思想を象徴する作品の複製展示コーナーを設置しました。 
下記のとおり概要をお知らせしますので、ぜひ取材くださるようお願いします。 

 

『論語と算盤』画の複製展示 
 

１ 渋沢栄一と長岡市のつながり・展示目的 

渋沢栄一は経済基盤整備と産業振興のため、日本全国を訪れました。長岡市に
も生涯のうち５回足を運んでおり、第六十九国立銀行（現・第四北越銀行）の創
立などに関わったほか、東京でのさまざまな場面でも多くの長岡出身の実業家と
交流し、長岡の経済近代化に大きな影響を与えました。 

『論語と算盤』図は、長岡出身の福島
ふくしま

甲子三
か し ぞ う

が渋沢の古希の祝いに贈った書画 

帖に収められたうちの一つで、作者は長岡出身の洋画家・小山
こ や ま

正太郎
しょうたろう

です。渋沢
の著述『論語と算盤』は、この作品を見た友人との対話から始まっています。 
同作品の複製品を展示することで、ミライエ長岡に集うビジネスパーソンや起

業を志す学生など利用者のモチベーションの向上と新たな取り組みの創出を図り
ます。 

  
２ 展示物２点の概要 

（１）展示場所 
   米百俵プレイス ミライエ長岡 ５階（長岡市大手通２－３－１０） 
（２）複製展示 

    複製品と渋沢著述『論語 
    と算盤』に関する情報を 

パネルにまとめて紹介 
（３）映像展示 

    作品の説明や渋沢と長岡 
のつながりを約２分間の 
映像で紹介 

  
３ 複製品の原資料 

（１）所蔵・保管 渋沢史料館（東京都北区西ヶ原２－１６－１） 
 （２）サ イ ズ 縦１８２ｍｍ、横２１２ｍｍ 
  
 ４ その他 

・『論語と算盤』渋沢栄一／著は互尊文庫内で貸し出ししています。 

・今年７月２０・２１日に開催するミライエ長岡開館１周年イベントにて、渋沢 

史料館顧問・井上潤氏よる講演を予定しています。 

 

長岡市 

問い合わせ：ミライエ長岡企画推進室 鈴木  

TEL０２５８－８６－６００８   


